
貝類資源開発調査

I 調査目的

本県日本海になける，未利用貝類資源漁場を開発し沿岸漁民の生産向上に寄与する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和45年7月14日から同年7月30日まで及び，昭和46年1月10日から同年2

月13日まで

2 調査場所 青森県日本海海域(主として鯵ケ沢沖)

3. 調査員及び調査船

(1) 調査員技師沢田兼造技師団村真通

(2) 調査船 委託船第3長栄丸(3.49トン 25馬力)

試験船青鵬丸(1 9. 9 4トン-170馬力)

4. 調査項目

(1) 漁場

(2) 漁具月11時期男11漁獲量

(3) 漁獲物組成

5. 調査方法

昭和45年7月14日~同年7月30日までは委託船第3長栄丸で，昭和46年1月10日~同年

2月13日まで 11日間試験船育鵬丸でツプ籍を用いて実施した。

盟調査結果

1.漁場

(1) 委託船第3長栄丸では主として鯵ケ沢溶から北東6.6浬の範囲でもって水深10-15mの砂泥

地帯を対象Kして調査を行左った。

第1図 委託船調査漁場図
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(2) 昭和46年 1月~同年2月13日まで試験船青鵬丸で冬期聞の日本海(主として鯵ケ沢沖合)の

貝類の棲息分布調査を実施した。その調奄表(第 1表)並代調査漁場幽は第2図のとなり。

第 1表 昭和45年度冬期間になける調査表

投 籍 漁 場 j犬 況 揚 籍

丹日 海区|時 I自需主数 水深 底質 底層 地形 投籍方向 月日 時 間 雪量数
水温

1.10 

l.l3 

1.1う

し18

1.20 

1. 21 

1. 27 

1. 30 

2. 4 

2.10 

2.12 

押l
。
c 

77 a.30-心9.50 38 うう-45i S 10.4 平担 FトS 1.13 07.40-08.30 

40 うシー60 S 9.う /J EJ-N 1.1う 13.00-13.うO

う1 113.2う-13.45 40 30-2う S 9.6 /J 羽んE 1. 18 10.30-11.05 

8う 13.24-13. 40 40 6予、ぅι S:M 9.9 /J ENEl--W5W 1.20 9.30-10.00 

% 11. 05-11. 20 40 12-16 SM 9.6 " N-NNE 1. 21 9.20-9.50 

90 10. 1う-10.2日 40 l テ~14 S 8.6 κI NNE-NE 1. 22 11.l0-1l.40 

42 11.19-11.2う 40 '37-33 S 9.4 " ENEトーNEE 1. 28 8ぅ8-9.27 

93 03.3う~似.45 40 6テ、，うう S 9.0 " 羽んE 2. 2 13.うう-14.30

桁 09. 1う-09.22 34 70-ω S:M 8.0 " N-S 2.10 ω.20-09.う0

79l112Mの 34MMS82M N:21100h103う

的 10.40-1し101 38 1 5-ιS  1 8.7 1 /J ト E 12.13113.25-13.切

，.' /. ーー一 ， 
， / 

第21習 試験船調杢漁場図(S 4 6・1月-2月まで)
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2 漁具漁法別時期別漁獲量

(1) 昭和45年7月の調査K使用した漁具は竹籍で 3(1個一放しとした。漁具の主要寸法並びVて操

業方法は第3閣のとなりである。

第3図 ツプ籍(竹製)操業区1並びK寸法

(2) 昭和46 年 1 月~2 月まで調存した使用漁具の主要寸法並びK操業区l は第 4 閣のとなりである。
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(3) 時期男11漁獲量

第4関 ツプ籍(鉄製)操業図並びK寸法

凶) 昭和 45年7月14日-7月30日までの 16日間で漁獲されたパイ員の日月11，漁区別水深，

底質1籍当り捕獲数，平均殻長，平均体重を示せば第2表のとなりである。
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第2表パイ貝操業男iI漁獲表

月 日 漁区番号 水 深 底質 漁獲数量 1籍当 b 平均殻長 平均体重

7/14-15 7-15m MS 204個 6.5個 63.7胸 38 fI' 

1 5-16 2 12-1 6 " MS 1うo" う " 63.5 37 

1 6-1 7 3 9-10 " S 。"。" --------------1 7-18 4 10-12" S 10" 0.3 " 63.8 37 

1 8-1 9 5 9-12" MS 20 " 0.6 " 63.6 37 

19-20 6 9-12 " MS 260 " 8.4 " 64.1 38 

20-21 7 9-12" S 1 8 0 " ラ.8 " 6 4.0 38 

2 1-2 2 8 9-14" S o " 。" 
-------

____ I 

22-23 9 12-15" MS 1 20 " 3.8 " 63.7 37 

2 3-24 10 12-16" S 1 2 11 0.38 " 63.0 37 

24-25 1 1 13-15" S 200 " 6.4 " 64.5 38 

25-26 1 2 后-10" S 65" 2.0 " 1) 4.2 37 

26-27 1 3 7- 8" S 9 0 11 2.9 11 6 3.9 3 7 

27-28 1 4 自-10" S 6 0 " 1.9 M 1)2.6 37 

28-29 l号 o- R" S 3 3 11 1. 0 " 63.う 37 

29-30 1 fi 7-10" S 号o" 1.1 " ι4.0 38 

計 1，454 3.0 " 

侶) 昭和46年1月-2月まで11日間操業し漁獲された貝類の日男ll，種類別漁場男11，水深底

覚漁獲量，平均殻長，平均体重Kついては第3表のとなりである。
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第3表 ツプ籍漁業操業用|漁獲表(冬期聞になける)

月 円 種 類 漁区番号 水 深 底質 漁獲量 一緒当り 平均殻長 平均体重 イ席 考

行1 {固 イ国 現:m !1 

1.10-1.13 
モスソガイ 77 弓弓-4う S 11 0.3 38.4 lう.9

マユツクリ N // N M 8 0.2 36.弓う 6.18 

モスソガイ 68 5う-60 S 4 0.1 38.2 lう.7
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--------
どイ~ / ~ ~ ~ 
/ うl 30-25 S / / / 

ヤアウプニドラ~カザメリ3~~0l伺1尾個1.15-1.18 
/ ~ ~ / / / / 
モスソガイ 8う 6ら-56 8M  20 0.6 3う.1 10.71 

1.18 -1.20 
4.91 マユツクリ 11 11 " " 号O 1.6 38.4ι 

/ 9ι 12-16 8M  / / / 
1.20 -1.21 
/ ~ ~ / 1/ / / 
ノ《 イ

1.21-1.22 
90 13-14 S 0.03 6.8 41.0 カニ-1尾

ネゴザメ -I~

1.27 -1.28 
モスソガイ 4 2 37-33 S 20 0.6 28.2 6.84 

モスソガイ 93 6う~う弓 S 9う 3.1 32.33 10.73 
1.30-2. 2 

マユツク 1) 11 // " // 23 0.7 34.99 4.9 

モスソガイ 8ι 70-60 81¥1 1 7 。う 28.16 6.4弓
2. 4 - 2.1 0 i 

ι4 2.1 30.39 3.弓4マユツクリ 11 // // // 

モスソガイ 7 9 円2-80 S ラO 1.6 27.4 9 4.81 
2.10-2.12 

40.号5 4.号βマユツクリ 11 11 11 11 10ι 3. ') 

ノイ 8CJ う~ι S / / ノイfカニ-1尾
2.1 2 -2.13 
/ レ子 / / ネコザメ-1尾
モスソガイ 217 

計 マユツク 1) 251 

ノ、 イ

i口斗 言十 469 

3. 漁獲物組成

(1) 7月の漁獲物の中で，パイは優占種であ 9，他の貝はほとんど見られ左かった。

(パイ貝写真殻長6-8cm)
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(2) 昭和46年1月-2月まで11日間調査した中で漁獲された員類はモスソガイ，マユツクリが主

で， この種以外の員類については，ほとんど漁獲されだかった。

(モスソガイ殻長3-4cm)(マユツクリ竣長4cm)写真参照蝿

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 悉託船十てよるパイ籍試験を実施した結果好成績をあげたことから地形j、型船(4-6トン級)5 

隻がパイ籍漁業を実施するように在った。

1隻当りの書室数は150-300個(秋田式)で， 1回操業1万個近い漁獲をあげた船もあ9，
7月から 9月上旬までの間代は，少左くとも 1隻当り 20万円の7M易げをしているものと推定され

る。

本事業の企業としての見通しK希望がもたれるので， 46年には操業隻数も増加するものと思わ

れる。

2. 今後の課題

(1) 問題点

試験船育現島丸Vてよって昭和46年1月-2月まで実施したツプ籍漁業試験は，さき kてのべたと

なりモスソガイ，マユツク 1)がほとんどで殻長も小型左上K漁獲量も少念いことからこの種の貝の

冬期間Vてなける企業は現時点Vてないては，有利とは認めがたν、
(2) 今後の課題

鯵ケ沢沖合水深20 0 m_  4 0 0 m vcはエプボラモドキ(授長 11_12cm)，テングニν(殻
長 10_11cm)，エ γ チュウパイ(殻長7-8cm)，の棲息が試験船幸洋丸のズワイガニ漁業試

験の際混獲されてなり，特にエッチュウパイの分布は久六島周辺からr中合は小島周辺まで広範囲に

棲息していることが確認されている。殻はこわれやすいが，肉身の歩留は良〈美味で，鯵ケ沢では

1個50円程度で売買されていることから今後この種の漁場開発を実施して企業イじをはかることも

考えられる。
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